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は
　
じ
　
め
　
に

　
南
陽
瓦
町
薩
製
鉄
遺
跡
は
、
輩
県
鉄
生
溝
や
鄭
州
古
字
鎮
と
な
ら
ん
で
、

累
代
を
代
表
す
る
製
鉄
遺
跡
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
『
文
物
』
一
九
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

年
一
期
に
領
導
が
発
表
さ
れ
た
だ
け
で
、
正
式
な
発
掘
報
告
の
公
表
は
著
し

く
遅
れ
、
こ
の
ほ
ど
『
華
夏
考
古
』
誌
一
九
九
一
年
一
期
の
ほ
ぼ
全
冊
を
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

や
し
て
、
よ
う
や
く
陽
の
臨
を
見
た
。
そ
の
間
、
一
九
七
〇
年
代
の
後
半
以

来
、
中
国
古
代
の
製
鉄
技
術
の
分
析
は
飛
躍
的
に
深
ま
り
、
遺
跡
や
遺
物
の

性
格
の
再
検
討
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
輩
県
鉄
生
溝
の
発

掘
報
告
が
全
面
的
に
書
き
換
え
ら
れ
る
な
ど
、
中
国
に
お
け
る
製
鉄
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
薪
た
な
蒔
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
南
陽
瓦
房
荘
製
鉄
遺
跡
の
正
式
発
掘
報

告
は
、
こ
の
よ
う
な
最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

む
し
ろ
公
表
の
遅
れ
が
幸
い
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
こ
の
遺
跡
の
最
大
の
特
色
は
、
規
模
の
大
き
さ
や
遺
物
の
豊
窟
さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
前
漢
代
の
製
鉄
遺
跡
と
後
漢
代
の
そ
れ
と
が
、
は
っ
き
り
異

な
る
地
層
で
重
な
り
合
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
従
来
、
こ
の
種
の
遺
跡
は
年

代
判
定
が
難
し
く
、
他
の
遺
跡
と
の
相
対
的
前
後
関
係
を
割
り
出
せ
な
い
た

め
、
前
漢
と
後
漢
の
梢
違
を
分
析
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
南
陽
瓦
房

荘
の
事
例
は
、
こ
の
舗
約
を
突
破
す
る
有
力
な
糸
口
と
な
り
得
る
。
本
稿
で

は
、
こ
の
遺
跡
の
概
要
を
紹
介
し
な
が
ら
、
前
稿
の
補
論
と
し
て
、
未
解
明

の
ま
ま
積
み
残
し
て
き
た
い
く
つ
か
の
技
術
史
的
な
問
題
を
検
討
し
て
み
た

い
。
使
用
す
る
冶
金
関
係
の
用
語
は
、
前
文
に
準
じ
て
日
本
語
の
表
記
を
優

先
し
、
中
国
語
の
表
記
を
カ
ッ
コ
で
示
す
が
、
前
稿
で
解
説
を
加
え
た
用
語

や
技
術
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
改
め
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
適
宜

前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

①
　
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
南
陽
漢
代
鉄
工
廠
発
掘
簡
報
」
（
文
物
一
九
六

　
〇
一
一
）
。

②
　
河
南
省
文
物
研
究
所
「
南
陽
北
関
瓦
房
荘
漢
代
冶
鉄
遺
肚
発
掘
報
告
」
（
華
夏
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考
古
　
九
九
一
一
一
）
。

③
拙
稿
「
漢
代
の
製
鉄
技
術
に
つ
い
て
」

　
照
。

（
古
由
人
春
秋
第
六
号
　
　
～
九
九
〇
）
参

一
　
前
漢
代
の
遺
跡
の
概
要

　
南
陽
瓦
房
荘
製
鉄
遺
跡
は
、
河
南
省
南
陽
市
の
北
郊
二
㎞
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
あ
る
。
漢
代
の
撃
手
郡
治
で
あ
る
宛
萱
葺
の
城
内
北
辺
部
に
あ
た
り
、
付

近
に
は
製
陶
遺
跡
や
鋳
銅
遺
跡
も
あ
る
。
一
九
五
九
年
に
こ
れ
ら
の
遺
跡
の

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
製
鉄
遺
跡
で
は
八
つ
の
ト
レ
ン
チ
が
入
れ
ら
れ
た
。

～
九
六
〇
年
の
発
掘
簡
報
は
こ
の
時
の
調
査
報
告
で
あ
る
。
六
〇
年
に
は
第

二
次
調
査
が
行
わ
れ
、
発
掘
の
範
囲
が
東
と
北
と
に
拡
大
さ
れ
て
、
｝
辺
十

米
の
正
方
形
に
区
切
っ
て
二
千
平
米
余
り
が
発
掘
さ
れ
た
。
地
層
は
地
表
か

ら
耕
土
、
擾
土
、
王
A
層
、
I
B
層
、
H
層
に
分
れ
て
い
た
が
、
遣
跡
が
確

認
さ
れ
た
個
所
で
は
、
保
存
の
た
め
そ
れ
以
下
の
地
層
が
発
掘
さ
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
玉
A
層
に
比
べ
て
I
B
層
の
発
掘
面
積
が
少
な
く
、
層
層
は

四
個
所
で
検
出
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
H
層
に
は
製
鉄
関
係
の
遺
物
が

含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
紹
介
を
略
し
、
ま
ず
I
B
層
の
発
掘
の
成
果

を
概
観
し
て
み
よ
う
。

q
D
遺

跡

　
一
B
層
は
、
遺
跡
の
東
部
の
ト
レ
ン
チ
T
1
8
を
中
心
と
し
た
区
域
、
遺
跡

北
端
の
ト
レ
ン
チ
T
4
2
の
周
辺
、
さ
ら
に
遺
跡
中
部
の
ト
レ
ン
チ
T
2
の
一

部
で
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
地
層
で
は
五
銑
銭
と
王
葬
の
大
泉
五
十
が
鳩
て
お

り
、
前
漢
後
期
に
属
す
る
地
層
で
あ
る
。
図
1
は
そ
の
う
ち
T
1
8
を
中
心
と

し
た
区
域
の
平
面
図
で
あ
る
。
見
易
く
す
る
た
め
、
I
B
層
か
ら
出
土
し
た

遺
跡
だ
け
を
あ
げ
て
あ
る
。
こ
の
区
域
で
は
溶
炉
の
基
部
が
四
つ
（
L
2
0
、

2
1
、
3
1
、
3
2
）
、
「
水
池
」
が
二
つ
（
C
H
2
、
3
）
、
「
勺
形
坑
」
、
井
戸
三
つ

（
J
4
、
5
、
6
）
、
さ
ら
に
地
面
に
大
型
の
鋳
型
を
据
え
付
け
て
鋳
造
し
た

跡
（
地
面
範
、
D
8
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
四
つ
の
溶
炉
基
は
ほ
ぼ
東
西

に
撲
近
し
て
並
び
、
地
面
を
整
地
し
た
上
に
「
す
さ
」
を
混
ぜ
た
粘
土
が
、

円
形
に
厚
さ
五
㎝
ほ
ど
塗
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
直
径
は
最
小
の
L
2
0
が
二

・
五
m
、
L
3
1
が
最
大
で
四
m
。
た
だ
し
こ
れ
は
炉
の
基
礎
部
分
の
寸
法
で

あ
り
、
こ
の
上
に
築
か
れ
た
炉
の
大
ぎ
さ
を
直
接
示
す
も
の
で
は
な
い
。

　
T
1
8
の
北
側
か
ら
T
2
8
に
か
け
て
、
「
勺
形
坑
」
と
呼
ば
れ
る
細
長
い
ひ

し
ゃ
く
形
の
坑
が
あ
る
。
南
部
の
円
形
部
分
は
口
径
八
m
ほ
ど
、
北
に
延
び

た
方
形
部
分
は
長
さ
九
m
あ
ま
り
、
幅
一
・
五
m
ほ
ど
で
、
深
さ
は
最
も
深

い
と
こ
ろ
で
二
・
六
m
。
壁
薗
は
ほ
ぼ
垂
直
で
、
上
り
降
り
す
る
階
段
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
勺
形
坑
」
は
「
水
池
」
C
H
2
や
井
戸
J
4
、
5 122 （122）
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に
切
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
よ
り
も
古
い
施
設
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、

坑
内
に
遺
物
は
な
く
、
用
途
は
不
明
。
鄭
重
無
妻
鎮
の
製
鉄
遺
跡
で
も
、
周

章
不
明
の
半
地
下
構
造
物
と
し
て
、
煉
瓦
畳
み
に
な
っ
た
「
船
形
坑
」
が
発

　
　
　
　
　
①

見
さ
れ
て
お
り
、
前
漢
代
の
製
鉄
遣
跡
に
特
有
の
施
設
と
い
え
る
か
も
し
れ

な
い
。

　
「
水
池
」
と
井
戸
は
セ
ヅ
ト
で
炉
の
周
辺
に
設
け
ら
れ
る
設
備
だ
っ
た
よ

T44　　　　　　T33

@　　　　　　　　　層形坑

@　　　　　　J7
T28

T23
T13

T32甲
㌔
、

T32
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T5 T17

@0J6
E8鹸H4

X　　疑6

T31　．
@　　㌧一H34

@　L11

〟ｼ◎

・

」5；
　　　T18
@　＼J4L32

ﾞ
　
　
H
3
5

T32乙

○

L20　L3工

@　　　10
　　　　も一一一一m

図エ　王B層の遺跡（都分）

う
で
あ
る
。
遺
跡
の
中
部
、
T
2
の
I
B
層
で
も
、
「
水
池
」
C
H
1
と
二

つ
の
井
戸
J
1
2
、
1
3
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
C
H
1
は
三
m
四
方
の
正
方
形

で
、
長
期
聞
水
の
溜
ま
っ
た
痕
跡
が
あ
り
、
熔
渣
や
陶
工
、
耐
火
煉
瓦
な
ど

で
満
た
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
操
業
中
に
発
生
す
る
高
熱
を
帯
び
た
廃
棄

物
の
、
一
暗
的
プ
ー
ル
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
井
戸
と
「
水

池
」
は
鱗
雲
古
事
鎮
で
も
見
つ
か
っ
て
い
る
ほ
か
、
輩
県
鉄
生
溝
で
「
配
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

池
」
と
さ
れ
る
方
形
坑
も
同
様
の
施
設
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
施
設
の
配
置

か
ら
考
え
て
、
瓦
房
荘
の
C
H
l
の
付
近
に
は
、
未
発
掘
の
熔
煩
が
あ
っ
た

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
遺
跡
北
部
の
T
4
2
の
周
辺
で
は
、
地
面
範
七
三
（
D
1
～
7
）
が
確
認
さ

れ
、
こ
の
う
ち
D
1
は
D
4
を
切
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
T
4
2
で
は
大
貴
の

耐
火
煉
瓦
や
送
風
管
が
出
土
し
て
い
る
。
図
1
に
あ
げ
た
区
域
で
、
地
面
範

D
8
は
熔
姫
か
ら
五
、
六
m
し
か
離
れ
て
い
な
い
か
ら
、
北
部
で
発
見
さ
れ

た
地
面
範
も
恐
ら
く
熔
炉
の
近
く
に
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
T
4
2
の

さ
ら
に
北
側
の
未
発
掘
の
区
域
に
、
何
基
か
の
熔
炉
が
存
在
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
耐
火
煉
瓦
や
送
風
管
は
そ
の
名
残
だ
ろ
う
。

鋤
　
熔
炉
の
炉
材
と
送
風
管

　
熔
炉
を
構
築
し
た
耐
火
煉
瓦
は
、
廃
棄
・
堆
積
し
た
状
態
で
大
蚤
に
発
見

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
炉
口
部
分
は
、
煉
瓦
の
本
体
が
細
か
く
砕
い
た
石
英
を
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多
く
含
む
粘
土
で
作
ら
れ
、
厚
さ
十
㎝
。
そ
の
外
側
を
厚
さ
五
山
の
「
す
さ
」

入
り
粘
土
が
、
ま
た
内
側
は
「
す
さ
」
と
石
英
砂
を
混
ぜ
た
粘
土
が
覆
っ
て

い
る
。
煉
瓦
本
体
で
炉
を
構
築
し
た
後
、
そ
の
内
外
を
組
成
の
異
な
る
粘
土

で
覆
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
意
識
的
に
石
英
を
加
え
た
耐
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

材
料
は
他
の
遺
跡
で
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
嶺
時
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

内
側
の
粘
土
は
三
層
に
分
か
れ
、
熱
で
一
部
溶
融
し
て
い
た
。
こ
れ
は
高
温

に
直
接
さ
ら
さ
れ
る
炉
の
内
側
が
、
最
低
二
次
の
補
修
を
施
さ
れ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
次
に
炉
腹
部
分
の
耐
火
煉
瓦
。
作
り
は
炉
口
部
分
と
共
通

す
る
が
、
少
し
薄
手
で
あ
る
。
内
側
の
層
は
溶
融
し
て
ガ
ラ
ス
化
し
、
最
も

高
温
に
な
る
部
分
で
は
、
煉
瓦
の
本
体
も
溶
け
か
か
っ
て
い
た
。
炉
底
部
分

の
耐
火
煉
瓦
は
「
す
さ
」
と
や
や
粒
の
大
き
い
自
然
砂
を
混
ぜ
た
粘
土
で
で

き
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
短
い
支
柱
が
あ
っ
た
。
炉
端
を
浮
か
せ
た
、

現
在
の
キ
ュ
ー
ポ
ラ
に
似
た
矩
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ふ
い
ご
の
送
風
管
は
T
3
1
や
4
2
、
4
3
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
管
の
本
体
は

瓦
と
同
様
の
製
法
で
作
ら
れ
、
外
側
を
「
す
さ
」
と
砂
を
入
れ
た
粘
土
で
覆

っ
て
い
る
が
、
外
側
に
は
溶
融
滴
下
の
痕
跡
が
あ
っ
た
。
ま
た
炉
内
へ
の
吹

き
出
し
ノ
ズ
ル
で
あ
る
羽
口
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

㈹
原
料
と
燃
料

こ
の
遺
跡
で
は
、
鉱
石
や
鉱
石
粉
が
見
当
た
ら
な
い
。
鉱
石
製
錬
は
行
わ

れ
ず
、
溶
解
と
鋳
造
の
み
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鋳
造
原
料
と
し
て

は
、
長
さ
二
〇
㎝
、
幅
一
〇
c
m
、
厚
さ
三
～
六
㎜
ほ
ど
の
鋳
鉄
延
板
が
一
六

　
　
　
　
　
　
　
④

枚
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
使
用
痕
の
あ
る
古
い
鉄
器
も
破
砕
し
て
鋳
つ
ぶ

さ
れ
た
ら
し
く
、
表
面
が
溶
け
か
か
っ
た
状
態
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
こ
の

遺
跡
で
は
鉱
石
製
錬
地
か
ら
供
給
さ
れ
た
鋳
鉄
延
板
に
、
屑
鉄
を
混
ぜ
て
使

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
屑
鉄
が
使
わ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
遺
跡
で
初
め
て

確
認
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
燃
料
は
木
炭
以
外
に
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。

㈲
鋳
型
と
鉄
器

　
前
漢
代
の
地
層
か
ら
は
、
前
述
の
地
面
範
の
ほ
か
は
縷
鐸
鉄
範
芯
二
件
と

正
義
範
一
件
が
出
土
し
た
だ
け
だ
が
、
多
数
の
鋳
型
を
重
ね
て
鋳
造
す
る
畳

鋳
範
の
湯
道
の
形
を
し
た
澆
口
鉄
も
出
土
し
て
お
り
、
大
小
様
々
な
鋳
物
が

製
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
発
掘
の
範
囲
が
狭
い
た
め
、
鋳
型

を
焼
く
洪
範
窯
や
鋳
型
の
堆
積
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
地

面
範
か
ら
は
直
径
一
～
一
・
八
m
、
厚
さ
五
～
ご
一
㎜
の
、
大
型
肉
厚
の
盆

状
容
器
の
鋳
造
痕
が
確
認
さ
れ
た
。

　
鉄
器
は
I
A
層
と
比
較
す
る
と
少
量
で
は
あ
る
が
、
農
具
と
し
て
綾
鐸
、

錨
、
鍵
、
鐘
、
工
具
と
し
て
斧
、
墾
、
鋳
、
錐
、
三
子
、
車
馬
器
と
し
て
鉦
、

武
器
と
し
て
剣
、
將
機
の
懸
刀
、
そ
の
他
権
、
鼎
、
璽
斗
な
ど
か
な
り
の
種
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類
に
の
ぼ
る
。
た
だ
し
鋳
型
の
出
土
が
少
な
い
た
め
、
こ
こ
で
鋳
造
さ
れ
た

新
品
と
判
断
で
き
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
大
多
数
は
鋳
造
材
料
と
し
て

集
め
ら
れ
た
、
摩
滅
や
研
ぎ
減
り
が
顕
著
な
中
古
品
を
破
砕
し
た
も
の
か
、

鋳
造
後
の
不
良
蔽
と
さ
れ
て
い
る
。

　
鉄
器
の
材
質
は
、
い
く
つ
か
の
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
検
査
さ
れ
た
が
、
鋳

造
口
㎜
の
錨
、
鍵
、
鋳
に
は
黒
心
可
鍛
鋳
鉄
や
白
軍
可
鍛
鋳
鉄
の
組
織
が
、
ま

た
斧
に
は
鋳
鉄
脱
炭
鋼
の
組
織
が
見
ら
れ
、
鋳
造
後
熱
処
理
さ
れ
て
い
る
。

鍛
造
晶
に
は
、
鋳
鉄
脱
炭
鋼
か
ら
鍛
諦
成
形
さ
れ
た
難
が
あ
る
。
さ
ら
に
車

の
軸
受
け
で
あ
る
鉦
の
材
質
は
、
鋳
放
し
で
摩
滅
に
強
い
白
銑
鉄
（
三
口
鉄
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
か
ら
見
て
、
前
漢
段
階
の
南
陽
瓦
募
荘
に
も

熱
処
理
炉
や
鍛
造
用
小
型
炉
が
存
在
し
た
可
能
性
は
駆
め
て
高
い
。
た
だ
し

妙
鋼
に
つ
い
て
は
推
測
す
る
材
料
が
な
い
。

①
郵
州
市
博
物
館
「
郷
州
古
漿
鎮
当
代
冶
鉄
輪
祉
発
掘
趨
勢
」
（
文
物
一
九
七
八

　
一
二
）
。

②
　
同
右
。
及
び
趙
青
雲
・
李
京
華
・
韓
汝
珊
・
二
四
輝
・
栂
俊
「
驚
県
鉄
生
溝
漢

　
代
冶
鋳
遣
祉
再
探
討
」
（
考
吉
学
報
一
九
八
五
一
二
）
参
照
。

③
岡
右
。
ま
た
林
育
煉
・
予
暁
興
「
豊
州
古
榮
漢
代
冶
鉄
炉
的
耐
火
材
料
」
（
中

原
文
物
特
刊
一
九
八
三
）
参
照
。
た
だ
し
郵
駅
古
儀
鎮
と
輩
梁
鉄
生
溝
の
製
錬

　
炉
の
耐
火
材
料
に
は
、
石
英
だ
け
で
な
く
木
炭
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
鉄
鉱
石
粉

　
を
混
ぜ
た
「
黒
色
耐
火
材
料
福
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
熔
炉
の
炉
材
と
の
相
違
が

　
注
蟹
さ
れ
る
。

④
報
告
者
は
、
こ
の
種
の
鉄
板
が
今
ま
で
鋤
と
誤
認
さ
れ
て
き
た
と
指
摘
す
る
。

と
す
れ
ば
、

し
れ
な
い
。

従
来
の
他
の
遺
跡
の
発
掘
報
告
の
記
述
も
見
直
す
必
要
が
あ
る
か
も

二
　
後
漢
代
の
遺
跡
と
遺
物

qゆ

ｭ

跡

　
南
陽
瓦
房
荘
の
I
A
層
は
、
1
B
層
の
上
に
直
接
重
な
る
が
、
両
者
は
堅

固
に
踏
み
固
め
ら
れ
た
活
動
面
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
I
A
層
か
ら
出
土
す

る
五
置
銭
は
、
後
漢
最
末
期
に
発
行
さ
れ
た
「
悪
筆
五
銑
」
や
周
郭
を
削
り

取
っ
た
変
造
五
逆
が
三
分
差
二
を
占
め
る
。
ま
た
日
用
の
陶
器
類
に
も
、
後

漢
末
期
の
陶
罐
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
A
層
は
後
漢
も
後
期
に
偏
っ
た
時
期

ま
で
下
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
I
A
層
の
遺
跡
は
、
発
掘
範
囲
の
北
寄
り
を
東
西
に
貫
通
す
る
道
路
で
二

つ
に
区
切
ら
れ
、
道
路
の
両
脇
に
は
煉
瓦
を
縦
に
埋
め
込
ん
だ
縁
取
り
が
あ

る
。
道
路
の
南
側
は
、
ト
レ
ン
チ
T
2
を
中
心
に
熔
炉
基
五
（
L
2
、
4
、

　
　
　
　
①

6
、
7
、
1
1
）
、
鍛
造
炉
一
（
L
9
）
、
妙
鋼
炉
一
（
L
1
9
）
、
洪
範
窯
二
（
Y

2
、
2
1
）
が
分
布
し
、
周
囲
に
廃
棄
物
の
堆
積
が
あ
る
（
図
2
）
。
道
路
の
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

側
は
、
道
路
沿
い
に
七
墓
の
鍛
造
炉
（
L
2
0
、
2
4
～
2
7
、
2
9
、
3
0
）
、
北
東
の

は
ず
れ
に
二
三
窯
二
（
Y
1
7
、
1
9
）
が
あ
る
（
～
二
九
頁
図
3
）
。
｝
見
し
た

と
こ
ろ
、
道
路
を
挾
ん
で
鋳
造
工
程
と
鍛
造
工
程
の
分
業
関
係
が
あ
り
そ
う

だ
が
、
北
側
の
T
4
2
で
は
熔
炉
の
炉
材
や
送
風
管
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
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娯
範
窯
も
あ
る
以
上
、
北
側
の
朱
発
掘
の
区
域
に
も
熔
炉
が
存
在
し
た
可
能

性
が
高
い
。
分
業
関
係
を
想
定
す
る
の
は
早
計
か
も
し
れ
な
い
。

鋤
熔
炉
の
構
造
と
炉
材

　
熔
炉
基
は
T
2
の
南
部
に
三
基
ず
つ
固
ま
り
、
煩
の
周
囲
に
は
炉
液
が
平

ら
に
敷
か
れ
て
い
た
。
炉
基
部
は
、
整
地
し
た
地
薗
に
焼
土
塊
を
敷
き
詰
め

た
基
壇
を
築
き
、
そ
の
上
に
丸
く
「
す
さ
」
入
り
粘
土
を
塗
っ
て
あ
る
。
基

壇
は
最
も
よ
く
残
っ
た
L
4
で
三
・
五
×
二
・
七
m
の
長
方
形
、
粘
土
層
の

直
径
二
m
、
他
も
方
形
や
楕
円
形
の
墓
壇
を
持
っ
て
い
る
。
L
6
の
粘
土
層

の
中
心
都
に
は
、
直
径
一
・
一
四
m
の
円
形
に
白
く
変
色
し
た
部
分
が
あ
り
、

耐
火
煉
瓦
の
色
に
近
い
こ
と
か
ら
、
基
壇
の
上
に
築
か
れ
た
炉
の
規
模
が
窺

え
る
。
熔
炉
の
周
辺
に
は
、
前
漢
層
で
姫
と
セ
ッ
ト
で
見
出
さ
れ
る
「
水
池
」

や
井
戸
が
見
当
た
ら
な
い
。
操
業
中
に
出
た
廃
棄
物
は
、
少
し
離
れ
た
場
所

の
坑
に
入
れ
た
り
、
地
表
に
積
み
上
げ
た
よ
う
で
あ
る
。
炉
の
基
礎
部
分
の

作
り
や
作
業
施
設
の
配
置
に
は
、
前
漢
代
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　
廃
棄
さ
れ
た
熔
炉
の
耐
火
材
料
は
、
西
部
の
T
1
、
北
部
の
T
3
8
、
4
2
、

南
部
の
T
1
0
か
ら
大
蚤
に
出
土
し
た
。
そ
の
種
類
は
大
ま
か
に
炉
口
部
、
炉

腹
部
、
炉
底
郵
に
分
け
ら
れ
る
。
前
漢
代
の
も
の
と
同
じ
く
煉
瓦
本
体
で
炉

を
築
き
、
内
外
を
「
す
さ
」
入
り
粘
土
で
覆
う
方
武
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、

全
体
と
し
て
少
し
薄
手
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
煉
瓦
本
体
は
石
英
砂
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七
〇
％
、
こ
れ
に
つ
な
ぎ
と
し
て
粘
土
を
加
え
、
焼
成
さ
れ
て
い
た
。
炉
の

内
側
の
粘
土
層
は
い
ず
れ
も
熱
で
溶
け
落
ち
て
い
る
が
、
三
口
か
ら
下
へ
行

く
に
つ
れ
て
そ
の
程
度
が
増
す
。
内
側
の
粘
土
層
に
、
二
回
か
ら
五
回
に
及

ぶ
補
修
の
跡
を
と
ど
め
た
も
の
も
あ
り
、
小
ま
め
に
上
塗
り
さ
れ
た
ら
し
い
。

し
か
し
中
に
は
煉
瓦
本
体
ま
で
溶
融
変
形
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
。
熔

炉
の
サ
イ
ズ
は
、
耐
火
煉
瓦
の
湾
曲
の
度
合
い
と
現
代
の
炉
の
熱
分
布
か
ら

計
算
し
て
、
外
径
の
平
均
一
・
五
m
、
高
さ
三
m
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

　
ふ
い
ご
の
送
風
管
は
内
径
二
〇
c
皿
か
ら
一
五
c
m
ほ
ど
で
、
直
角
に
曲
が
っ

た
も
の
ぽ
か
り
が
出
土
し
た
。
周
囲
は
「
す
さ
」
入
り
粘
土
で
覆
わ
れ
て
い

る
が
、
補
強
用
に
鉄
板
を
入
れ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
管
の
下
灘
が
、
支
柱

を
介
し
て
炉
口
部
の
耐
火
煉
瓦
の
上
に
つ
な
が
っ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
管

の
外
被
は
熱
で
溶
け
落
ち
、
管
の
向
き
と
直
角
に
流
れ
て
い
た
（
温
度
は
一

二
五
〇
～
八
○
度
）
。
　
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
こ
の
遣
跡
の
熔
炉
は
、
炉
口
の

上
に
送
風
管
を
通
し
て
空
気
を
予
め
加
熱
す
る
、
空
気
予
熱
式
の
熔
炉
だ
っ

　
　
　
　
③

た
と
さ
れ
る
。
ま
た
炉
内
へ
の
空
気
の
吹
き
出
し
口
（
羽
口
、
内
径
五
c
皿
前

後
）
も
多
数
見
つ
か
っ
た
が
、
前
漢
の
も
の
と
比
べ
て
焼
損
が
著
し
い
。
こ

れ
は
羽
口
付
近
の
温
度
が
非
常
に
高
く
な
っ
た
た
め
だ
と
も
い
う
。
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

う
な
特
徴
を
持
つ
送
風
管
は
郷
州
古
漿
鎮
か
ら
も
嶺
越
し
て
お
り
、
こ
の
種

の
熔
炉
が
前
漢
か
ら
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
一
九
六
〇
年
の
簡

報
で
「
る
つ
ぼ
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
は
、
送
風
管
の
誤
認
だ
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

圖
原
料
と
燃
料

　
鋳
造
原
料
は
前
漢
代
と
同
じ
く
、
破
砕
し
た
台
形
の
鋳
鉄
板
を
主
と
し
、

こ
れ
に
使
用
後
回
収
さ
れ
た
膚
鉄
が
混
ざ
っ
て
い
る
。
屑
鉄
の
多
く
は
農
具

で
、
工
具
類
は
相
対
的
に
少
な
い
。
燃
料
は
も
ち
ろ
ん
木
炭
だ
が
、
そ
の
特

徴
か
ら
南
陽
北
部
に
多
い
栗
材
を
用
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

㈱
　
三
三
窯
と
鋳
型
、
鋳
造
鉄
器

　
四
つ
の
娯
範
窯
の
う
ち
、
北
部
の
Y
1
9
は
Y
1
7
に
切
ら
れ
て
お
り
、
同
じ

場
所
で
窯
が
築
き
直
さ
れ
て
い
る
。
西
部
の
Y
2
は
、
一
九
六
〇
年
の
簡
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
「
炉
1
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
新
た
な
発
掘
報
告
で
訂
正
さ
れ
た
。
窯
は

地
山
ま
で
掘
り
込
ん
で
作
ら
れ
、
火
の
焚
き
口
（
茅
門
）
の
内
側
を
さ
ら
に

深
く
掘
っ
て
燃
料
を
入
れ
る
「
火
池
」
を
設
け
、
そ
の
奥
に
焼
成
す
る
鋳
型

を
置
く
「
窯
瞠
」
（
長
さ
一
・
七
×
幅
一
・
九
m
）
、
三
本
に
分
れ
た
煙
出
し

が
あ
る
。
他
の
窯
は
や
や
小
さ
い
が
、
そ
れ
で
も
輩
雨
期
生
首
よ
り
も
か
な

り
大
型
で
あ
る
。

　
鋳
型
は
柔
ら
か
い
陶
質
の
「
泥
範
」
六
〇
二
件
が
申
心
で
、
鉄
輪
芯
や
石

⑥
範
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
。
と
は
い
え
泥
範
の
多
く
は
、
鉄
範
を
鋳
造
す
る

た
め
の
鋳
型
（
範
模
）
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
鉄
範
も
相
嶺
使
わ
れ
た
は
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ず
で
あ
る
。
範
模
は
心
身
、
錨
、
縷
鐸
、
鑓
、
銃
、
六
角
鉦
、
臼
の
鉄
器
用

の
も
の
が
あ
り
、
摯
鐸
や
六
角
鉦
に
は
「
陽
こ
と
い
う
銘
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
「
南
陽
郡
鉄
官
第
～
鉄
工
廠
」
と
い
っ
た
意
味
あ
い
の
略
号
で
あ
る
。

範
模
の
構
造
は
、
器
種
別
に
詳
細
な
記
述
と
復
元
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
黎
鐸
を
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
改
め
て
述
べ
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
に
器
物
を
鋳
造
し
た
鋳
型
に

は
、
錘
範
～
一
二
件
、
自
警
の
畳
鋳
範
一
三
三
件
、
円
形
釘
、
釜
、
鼎
…
の
足
、

鋪
首
、
箕
面
な
ど
が
あ
る
。
鋳
型
の
種
類
か
ら
見
て
、
主
要
な
農
工
具
の
鋳

造
に
は
、
反
復
使
用
の
で
き
る
三
二
が
多
く
使
わ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

　
出
土
し
た
鋳
造
鉄
器
は
、
前
漢
の
も
の
と
岡
じ
く
新
品
（
た
だ
し
嵐
荷
さ

れ
な
か
っ
た
不
良
品
）
と
鋳
造
漂
料
と
し
て
集
め
ら
れ
た
中
古
品
に
分
れ
る
。

は
っ
き
り
新
津
と
わ
か
る
も
の
は
、
黎
鐸
一
九
件
、
縷
鋒
六
件
、
　
こ
れ
に

「
陽
一
」
銘
の
入
っ
た
鑓
が
加
え
ら
れ
る
く
ら
い
で
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

縷
鋒
に
は
白
心
可
鍛
鋳
鉄
の
組
織
も
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
遺
跡
で
鋳
鉄
の

熱
処
理
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
中
に
は
鋳
放
し
の
白
銑
鉄
（
白
口
鉄
）

の
摯
鋒
や
墾
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
熱
処
理
工
程
に
至
る
前
の
中
間
産
晶
だ
ろ

う
。
中
古
品
は
、
破
砕
さ
れ
て
完
形
品
が
少
な
く
、
し
ば
し
ば
表
面
に
溶
融

し
た
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
種
類
は
摯
鐸
、
錨
、
晶
晶
、
鑓
、
鋤
、
鐘
と

い
っ
た
農
具
が
多
く
、
鋳
、
斧
の
よ
う
な
工
具
類
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
鼎
、
釜
、

婁
斗
な
ど
容
器
類
、
釘
や
薯
な
ど
箪
馬
器
も
見
ら
れ
る
。
農
具
の
中
に
は
、

同
じ
器
種
同
士
を
積
み
重
ね
た
状
態
で
嵐
罰
し
た
も
の
も
あ
る
。
中
古
漏
は

器
種
や
材
質
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
少
数
の
サ
ン
プ
ル

に
つ
い
て
材
質
が
鑑
定
さ
れ
て
い
る
が
、
黎
鐸
、
鋪
、
譲
鐸
、
鍵
に
は
白
心

可
鍛
鋳
鉄
の
組
織
が
見
ら
れ
、
酸
化
脱
炭
を
伴
う
熱
処
理
が
加
え
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

㈲
　
妙
鋼
炉
・
鍛
造
炉
と
鍛
造
鉄
器

　
妙
薫
炉
L
1
9
は
遺
跡
の
中
榔
東
よ
り
の
T
1
3
か
ら
、
鍛
造
炉
は
｛
基
を
除

い
て
漢
代
の
道
路
の
北
側
か
ら
見
つ
か
っ
た
（
図
3
）
。
ま
ず
妙
鋼
管
は
、
幅

三
〇
、
奥
行
き
五
〇
㎝
ほ
ど
の
楕
円
形
で
、
前
半
分
が
火
造
、
後
ろ
半
分
が

炉
腔
に
な
っ
て
い
る
。
各
面
の
高
さ
は
不
明
だ
が
、
内
側
に
は
砂
混
じ
り
の

粘
土
が
、
ま
た
釜
池
に
は
「
す
さ
」
入
り
粘
土
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
炉
底
に

は
妙
筆
を
取
り
畠
し
た
後
に
残
っ
た
、
不
純
物
の
多
い
鉄
の
塊
が
放
置
さ
れ

　
　
⑧

て
い
た
。

　
八
基
の
鍛
造
炉
の
周
囲
に
は
、
大
型
の
板
瓦
を
敷
い
た
坑
や
、
四
角
い
坑

の
内
部
を
焼
き
固
め
た
焼
土
槽
（
S
H
1
～
4
）
や
筒
瓦
で
作
っ
た
瓦
洞
（
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

1
～
3
）
が
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
が
、
何
に
使
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

炉
の
本
体
は
再
利
用
品
の
耐
火
煉
瓦
や
普
通
の
煉
瓦
で
姫
底
と
炉
壁
を
作
り
、

表
面
に
「
す
さ
」
入
り
粘
土
を
塗
っ
て
あ
る
。
大
き
さ
は
大
体
幅
二
～
三
〇

c田

A
奥
行
き
八
～
九
〇
㎝
の
細
長
い
楕
円
形
で
、
炉
騰
は
炉
門
よ
り
少
し
窪
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図3　1A層の遺跡（北部）

ん
で
い
る
。
妙
鋼
炉
、
鍛
造
炉
と
も
に
、
炉
底
部
分
に
送
風
管
が
な
く
、
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

名
な
山
東
駿
県
宏
道
院
出
土
の
画
像
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
か
ら
空
気

を
吹
き
つ
け
る
形
式
の
炉
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
鍛
造
鉄
器
は
鐵
、
鑛
、
三
子
、
墾
と
い
っ
た
農
工
具
、
剣
、
矛
、
鎌
と
い

っ
た
武
器
類
な
ど
の
ほ
か
、
棒
材
を
様
々
に
加
工
し
た
鈎
類
も
多
い
。
こ
の

う
ち
鎌
が
九
六
点
で
最
も
多
い
が
、
す
べ
て
屑
鉄
と
し
て
回
収
さ
れ
た
申
古

品
で
あ
っ
た
。
材
質
は
、
鑛
に
鋳
鉄
脱
炭
鋼
や
黒
心
可
鍛
鋳
鉄
、
難
に
鋳
鉄

脱
炭
鋼
と
三
二
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
鍛
造
材
料
と
し
て
は
、
妙
鋼
や
T
3
6

で
出
土
し
た
鋳
鉄
脱
炭
鋼
の
鉄
板
、
様
々
な
棒
材
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
こ

こ
か
ら
は
、
圃
体
製
錬
さ
れ
た
鋼
鉄
製
の
矛
が
見
つ
か
っ
て
い
る
点
が
注
屈

さ
れ
る
。

　
以
上
、
南
陽
瓦
房
荘
の
遺
跡
と
遺
物
に
つ
い
て
簡
単
に
概
観
し
て
き
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
次
に
こ
の
遺
跡
の
技
術
史
的
位
置
づ
け
を
検
討
し
て
み

よ
う
。

　
①
図
2
で
L
4
の
北
側
に
位
置
す
る
L
3
に
つ
い
て
は
、
発
掘
報
告
の
ど
こ
に
も

　
記
述
が
な
い
。

　
②
た
だ
し
L
2
0
は
遺
跡
の
平
面
図
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
番
号
も
王
B
屡
の
熔
炉

　
と
ダ
ブ
ッ
て
い
る
。
こ
の
他
、
ト
レ
ン
チ
T
9
の
位
澱
、
T
1
～
5
の
灰
坑
の
整

　
理
番
号
の
記
述
が
落
ち
て
い
る
。

　
③
こ
の
炉
に
つ
い
て
は
、
復
元
図
だ
け
が
河
南
省
博
・
《
中
国
冶
金
史
》
編
写
組

　
他
「
河
南
出
代
冶
鉄
技
術
初
探
」
（
考
古
学
報
…
九
七
入
－
一
）
に
発
蓑
さ
れ
て

　
　
い
た
。
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④
第
一
章
注
①
参
照
。

⑤
同
様
の
誤
認
は
輩
県
鉄
生
溝
の
旧
報
告
（
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
鍵
県

　
鉄
生
溝
隔
文
物
出
版
社
　
一
九
六
二
）
に
も
見
ら
れ
、
後
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
の
他
の
遺
跡
の
報
告
に
も
、
こ
の
種
の
間
違
い
が
多
い
か
も
し
れ

　
な
い
。
な
お
楊
寛
は
『
中
飼
古
代
冶
鉄
技
術
発
展
通
日
（
上
海
人
民
出
版
社
一
九

　
八
二
）
で
、
南
陽
瓦
房
荘
の
一
九
六
〇
年
の
簡
報
に
紹
介
さ
れ
た
「
炉
1
」
と

　
「
る
つ
ぼ
」
か
ら
、
こ
の
遣
跡
で
る
つ
ぼ
式
製
錬
が
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、

　
こ
れ
で
根
拠
が
な
く
な
っ
た
。
筆
者
の
引
窓
三
〇
頁
の
る
つ
ぼ
製
錬
に
関
す
る
記

　
述
も
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥
石
範
は
何
の
鋳
型
か
判
明
し
な
い
。
た
だ
し
こ
の
遺
跡
の
I
A
層
で
は
膏
銅
器

　
の
鋳
型
も
一
部
で
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
必
ず
し
も
鉄
器
の
鋳
型
と
は
限
ら
な
い

　
か
も
し
れ
な
い
。

⑦
　
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
従
南
陽
皇
城
遺
坂
出
土
漢
代
黎
鉢
模
和
霊
芝
君

　
黎
鋒
的
鋳
造
工
芸
過
程
」
（
文
物
一
九
穴
五
…
七
）
参
照
。

⑧
こ
の
妙
鋼
炉
の
存
在
は
、
本
章
注
③
に
あ
げ
た
論
文
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い

　
た
。
輩
県
鉄
生
溝
で
も
妙
鋼
炉
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
代
の
も
の
か
ど
う
か

　
疑
問
で
あ
る
。

⑨
　
焼
土
槽
に
つ
い
て
報
告
者
は
、
炊
範
塞
…
の
一
種
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
説
も
載

　
せ
て
い
る
。

⑩
　
葉
夢
幻
「
漢
窯
石
刻
冶
鉄
鼓
風
炉
図
」
（
文
物
一
九
五
九
－
一
）
、
王
振
鋒
「
漢

　
代
冶
鉄
鼓
風
機
的
復
原
」
（
文
物
一
九
五
九
…
五
）
参
照
。

三
　
南
陽
凶
刃
藤
製
鉄
遺
跡
の
意
義

qD

?
陽
瓦
房
荘
遺
跡
の
性
格

南
陽
瓦
房
荘
の
後
漢
層
か
ら
は
、
「
陽
一
」
と
い
う
銘
を
持
つ
鋳
型
や
鎧

が
出
土
し
た
。
こ
れ
は
郷
州
古
言
鎮
の
鉄
器
に
見
ら
れ
る
「
河
一
」
銘
や
、

輩
県
鉄
生
溝
の
「
河
三
」
銘
と
同
様
、
漢
代
の
鉄
官
の
官
営
製
鉄
施
設
の
略

　
　
　
　
　
　
①

号
と
考
え
ら
れ
る
。
前
漢
層
は
発
掘
が
不
十
分
な
た
め
、
銘
文
の
つ
い
た
遺

物
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
同
じ
性
格
の
施
設
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
遺

跡
は
、
『
漢
書
』
地
理
志
上
、
南
陽
写
実
県
に
「
工
官
・
鉄
宮
あ
り
」
と
記

さ
れ
る
南
陽
郡
鉄
窟
の
、
「
第
一
鉄
工
廠
」
の
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
跡
は

漢
代
の
宛
県
誠
内
の
手
工
業
区
域
に
あ
る
か
ら
、
同
じ
く
宛
県
に
置
か
れ
た

上
官
と
も
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
前
漢
層
の
熔
炉
を
中
心
と
し
た
生
産
施
設
は
、
鄭
州
古
榮
鎮
や
輩
県
鉄
生

溝
と
共
通
し
て
お
り
、
遺
物
の
豊
富
な
後
漢
層
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
て
も
、

熔
炉
・
煩
三
三
・
妙
三
姫
・
鍛
造
炉
と
い
う
主
要
な
設
備
、
ま
た
農
工
具
・

車
馬
器
・
兵
器
・
容
器
類
な
ど
製
品
の
種
類
が
、
と
も
に
前
記
二
つ
の
遺
跡

と
共
通
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
漢
後
期
に
鉄
器
専
売
制
下
で
生
産
に
従
事

し
た
鉄
官
の
設
備
や
製
品
が
、
郡
の
違
い
を
越
え
て
共
通
す
る
だ
け
で
な
く
、

専
売
制
が
廃
止
さ
れ
た
後
世
代
に
も
同
様
な
生
産
活
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
後
漢
代
の
官
営
生
産
施
設
は
、
河
南
濯

　
　
　
　
　
②

池
の
鉄
器
審
蔵
に
示
さ
れ
る
六
朝
期
の
そ
れ
へ
と
、
系
譜
的
に
つ
な
が
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
も
、
瓦
房
荘
の
後
漢
代
の
遺
跡
は
貴
重
な
位

置
を
占
め
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
て
、
次
に
鉄
器
の
製
造

技
術
の
面
か
ら
、
瓦
虜
荘
の
遺
跡
と
遺
物
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
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②
　
生
産
技
術
と
製
品

　
瓦
房
荘
か
ら
出
土
し
た
鉄
器
の
多
く
は
、
鋳
造
原
料
と
し
て
集
め
ら
れ
た

中
古
品
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
鉄
器
は
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
製
造
さ
れ
た
も
の

と
は
限
ら
な
い
が
、
農
民
な
ど
が
実
際
に
、
製
鉄
に
な
る
ま
で
使
い
込
ん
だ

鉄
器
で
あ
り
、
当
時
の
実
用
品
の
水
準
を
示
す
資
料
と
な
り
得
る
。
主
要
な

農
具
の
う
ち
、
摯
鐸
・
鍾
・
鍵
・
鋤
・
鑓
は
鋳
造
品
が
多
い
が
、
鑛
は
ほ
と

ん
ど
が
鍛
造
品
で
、
　
一
部
に
鋳
造
品
も
あ
る
。
工
具
類
で
は
、
斧
や
鋳
が
鋳

造
品
、
墾
や
階
子
が
鍛
造
品
だ
が
、
　
～
部
の
馨
は
鋳
造
さ
れ
て
い
る
。
容
器

類
や
車
馬
器
の
ほ
と
ん
ど
は
も
ち
ろ
ん
鋳
造
口
剛
で
、
馬
の
「
は
み
」
は
鍛
造

さ
れ
て
い
る
。
剣
や
矛
の
よ
う
な
武
器
は
鍛
造
品
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
当
時
の
鉄
器
は
、
　
一
般
的
に
は
、
刃
物
や
柔
軟
性
の
必
要
な
も
の
が
鋼

鉄
で
鍛
造
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
鋳
鉄
で
鋳
造
さ
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

鋳
造
に
は
畳
鋳
型
や
鉄
範
が
効
率
的
に
利
用
さ
れ
た
。

　
し
か
し
鍛
造
品
は
、
鋳
鉄
脱
炭
鋼
や
妙
鋼
の
よ
う
に
鋳
鉄
を
熱
処
理
し
た

鋼
材
で
作
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
ま
た
鋳
造
品
も
さ
ま
ざ
ま
な
程
度
に
熱
処

理
さ
れ
て
い
る
。
前
漢
後
期
に
画
期
的
な
発
展
を
遂
げ
た
鋳
鉄
の
熱
処
理
技

術
は
、
鋳
造
品
と
鍛
造
品
を
問
わ
ず
、
実
用
の
鉄
器
に
活
か
さ
れ
て
い
た
。

熔
炉
や
指
樽
窯
、
妙
鋼
炉
や
熱
処
理
炉
、
鍛
造
炉
と
い
っ
た
設
備
が
有
機
的

に
結
び
つ
い
た
、
輩
県
鉄
生
溝
や
南
陽
臨
接
荘
の
生
産
施
設
は
、
こ
の
よ
う

な
技
術
革
新
の
成
果
で
あ
っ
た
。
前
漢
後
期
以
来
、
鉄
弓
で
は
、
農
工
具
か

ら
車
馬
器
・
兵
器
、
瞬
用
の
容
器
類
ま
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
種
類
の
鉄
器

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
材
質
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
製
品
は
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

際
に
広
く
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
瓦
房
荘
に
お
い
て
は
熔
炉
が
頻
繁
に
補
修
さ
れ

な
が
ら
、
な
お
炉
壁
破
壊
事
故
を
免
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
鉄
生
溝
や
古
禁

鎮
の
製
錬
炉
と
同
様
、
炉
の
操
業
温
度
が
炉
材
の
耐
火
性
能
の
限
界
付
近
に

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
限
界
は
、
両
漢
を
通
じ
て
乗
り
越
え
ら

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
後
漢
代
に
お
け
る
空
気
予
熱
式
熔
炉
の
採
用
も
、

こ
の
点
で
は
部
分
的
改
良
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
な
、

鋳
造
品
の
熱
処
理
に
ば
ら
つ
き
が
多
い
と
い
う
欠
点
も
、
克
服
さ
れ
た
よ
う

に
は
思
え
な
い
。
後
肥
代
の
製
鉄
技
術
は
、
前
漢
後
期
に
発
展
し
た
技
術
を
、

さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
瓦
房
荘
の
後
蒸
暑
か
ら
は
、
固
体
製
錬
さ
れ
た
鋼
鉄
を
鍛
造

し
た
矛
が
一
点
出
土
し
た
。
鉱
石
を
固
体
の
ま
ま
製
錬
し
て
鋼
鉄
を
取
り
出

す
、
と
い
う
こ
の
伝
統
的
な
技
術
は
、
前
漢
後
期
の
技
術
革
新
の
後
も
依
然

と
し
て
健
在
だ
っ
た
。
朝
鮮
や
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
製
鉄
技
徳
が
固
体
製
錬

法
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
は
単
な
る
古
い
技
術
の
残
存
と

し
て
で
は
な
く
、
生
産
条
件
の
地
域
差
や
製
品
の
需
要
な
ど
、
幅
広
い
観
点

か
ら
今
後
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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㈹
　
屑
鉄
の
利
用
と
鉄
官
の
立
地
条
件

　
従
来
の
研
究
で
は
、
『
史
記
』
平
準
書
に
基
づ
ぎ
、
前
漢
武
帝
蒋
代
に
施

行
さ
れ
た
鉄
の
専
売
制
度
に
お
い
て
、
鉄
鉱
資
源
を
有
す
る
地
域
に
は
郡
単

位
に
鉄
官
が
置
か
れ
、
鉱
石
製
錬
と
鉄
器
生
産
を
行
な
っ
た
の
に
対
し
、
資

源
の
な
い
地
域
に
は
「
小
鉄
官
」
が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
県
に
所
属

し
て
屑
鉄
の
再
生
な
ど
に
あ
た
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
『
漢
書
』
地
理
志
に

記
さ
れ
る
鉄
官
の
所
在
地
は
、
鉱
産
地
に
概
か
れ
た
鉄
官
を
示
し
て
お
り
、

資
源
の
分
布
に
よ
っ
て
は
、
同
一
の
郡
内
に
複
数
の
画
聖
が
綴
か
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

も
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
一
方
考
古
学
資
料
か
ら
は
、
製
鉄
遺
跡
に

鉱
産
地
で
製
錬
を
行
う
「
深
山
型
」
と
、
都
市
で
鉄
器
製
造
を
行
う
「
都
市

型
」
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
分
業
関
係
が
あ
っ
た
と
す
る
説
も
立
て
ら

　
　
　
⑥

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
を
、
新
し
い
知
見
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
南
陽
瓦
房
荘
で
は
、
鉱
石
製
錬
か
ら
鉄
器
製
造
ま
で
一
貫
生
産
が
行
わ
れ

た
鉄
生
溝
や
古
榮
鎮
と
異
な
り
、
専
ら
鉄
器
の
製
造
だ
け
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
そ
の
原
料
と
し
て
、
製
錬
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
鉄
材
だ
け
で
な
く
、

贋
鉄
も
大
量
に
使
わ
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
鉄
工
廠
を
「
小
鉄
官
」

と
見
な
す
必
要
は
な
い
。
屑
鉄
は
鉄
鉱
資
源
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
闘

ど
こ
で
も
発
生
す
る
以
上
、
屑
鉄
の
再
生
が
、
鉄
鉱
資
源
の
な
い
地
域
の

「
小
鉄
官
」
で
の
み
行
わ
れ
た
と
考
え
る
の
は
図
式
的
に
過
ぎ
よ
う
。
鉱
産

地
の
郡
の
鉄
宜
は
、
鉱
山
や
製
錬
施
設
だ
け
で
な
く
、
都
市
で
屑
鉄
の
再
生

や
鉄
器
生
産
に
あ
た
る
施
設
も
含
ん
だ
複
合
酌
な
組
織
だ
っ
た
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
「
陽
一
」
鉄
工
廠
も
、
南
陽
郡
細
編
に
属
す
る
様
々
な
生
産
施

設
の
一
つ
だ
っ
た
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
「
小
鉄
官
」
と
い
う
名
称
は
、

鉄
鉱
資
源
の
な
い
地
域
の
卑
官
組
織
が
、
官
僚
機
構
の
中
で
～
つ
格
の
低
い

組
織
と
し
て
位
趨
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
で
は
こ
の
よ
う
な
生
産
施
設
は
、
実
際
の
遺
跡
に
お
い
て
「
深
山
型
」
と

「
都
市
風
」
に
分
類
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
説
は
、
鉱
産
地
の
輩
県
鉄
生

溝
で
鋳
型
の
繊
土
が
少
な
い
の
に
対
し
て
、
都
市
の
南
陽
瓦
房
荘
で
は
鉄
器

製
造
だ
け
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
主
た
る
根
拠
と
し
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、

鉄
生
溝
で
は
新
報
告
で
鋳
造
関
係
の
遺
物
が
大
熊
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
そ
の
他
の
製
錬
遺
跡
で
も
、
川
沿
い
の
な
だ
ら
か
な
傾
斜
地
で
、
鉄
器
製

造
ま
で
行
な
っ
て
い
た
も
の
が
多
く
、
多
少
人
里
を
離
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

深
山
と
は
言
い
難
い
。
一
方
都
市
の
遺
跡
で
は
、
鉄
生
溝
…
と
並
ぶ
製
錬
遺
跡

で
あ
る
事
事
古
聖
鎮
が
漢
代
の
漿
陽
故
城
の
す
ぐ
外
側
に
、
ま
た
山
東
膿
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
漢
代
製
錬
遺
跡
が
誓
事
肚
の
真
ん
中
に
あ
る
よ
う
に
、
鉄
器
製
造
だ
け
が

行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
上
記
の
分
類
は
名
称
が
適
切
で
な
い
だ
け
で
な

く
、
例
外
が
多
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
、
三
の
主
要
な
遺
跡
以
外
は
、

表
面
採
集
か
試
掘
程
度
の
調
査
し
か
な
い
現
在
、
遣
跡
の
性
格
を
強
引
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

類
し
、
特
定
の
型
に
豪
て
は
め
る
必
要
は
な
い
。
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南陽瓦晶晶漢代製鉄遺跡の技術史的検討（佐原）

　
今
は
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
採
鉱
・
製
錬
は
深

山
の
彼
方
で
行
わ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
条
件
が
整
え
ば
都
帯
を
含
め
て
ど
こ

で
も
行
わ
れ
る
が
、
鉱
山
都
市
と
い
え
る
も
の
は
な
い
。
製
錬
地
で
は
多
く

の
場
合
、
鉄
器
ま
で
一
貫
生
産
さ
れ
、
も
ち
ろ
ん
鉄
素
材
を
他
地
に
供
給
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
長
房
荘
の
よ
う
な
都
市
の
施
設
で
は
、
鉱
産
地
か

ら
供
給
さ
れ
る
鉄
素
材
と
、
都
衛
に
集
荷
さ
れ
る
屑
鉄
も
利
用
し
て
鉄
器
生

産
が
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
漢
代
の
鉄
鋼
に
お
い
て
は
、
多
様
な
立
地
条
件
を

持
つ
生
産
地
が
同
一
の
郡
内
で
、
あ
る
い
は
薬
事
と
の
間
で
、
そ
の
置
か
れ

た
条
件
に
応
じ
た
ゆ
る
や
か
な
分
業
関
係
を
展
開
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
李
京
華
「
二
代
鉄
三
審
銘
文
評
釈
」
（
考
古
　
九
七
四
－
一
）
参
照
。

②
　
洞
呈
昭
省
一
隙
他
「
溝
池
県
発
現
的
…
古
代
筈
蔵
鉄
器
」
　
（
ウ
〈
物
一
九
七
六
－
八
）
参

　
照
。

⑧
　
大
櫛
敦
弘
「
漢
代
の
鉄
専
売
と
鉄
器
生
産
1
『
目
串
矯
制
』
事
件
よ
り
見
た

　
一
」
（
東
方
学
七
八
韓
　
一
九
八
九
）
は
、
鍛
造
品
は
國
家
の
規
髄
が
困
難
な

　
た
め
、
農
具
の
う
ち
鎌
だ
け
は
専
売
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
し

　
か
し
そ
の
根
拠
と
さ
れ
る
史
料
は
、
収
穫
前
に
鎌
の
手
入
れ
を
す
る
と
い
う
内
容

　
で
、
自
給
的
生
産
と
は
い
え
な
い
。
鉄
鉱
資
源
と
鉄
材
・
鉄
器
の
流
通
販
売
統
制

　
が
実
現
す
れ
ば
、
生
産
の
一
部
門
二
間
の
業
者
が
加
わ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

　
大
枠
と
し
て
専
売
制
下
の
生
産
と
見
な
さ
れ
る
。

④
と
り
あ
え
ず
影
山
剛
「
均
輸
・
平
準
と
塩
鉄
専
売
」
（
岩
波
講
座
世
界
歴
史
四
、

　
一
九
七
〇
）
参
照
。

⑤
主
日
喜
晴
「
肩
代
の
製
鉄
門
跡
に
つ
い
て
〕
（
た
た
ら
研
究
会
編
『
艮
本
製
鉄

　
史
論
』
一
九
七
〇
）
参
照
。
ま
た
潮
見
浩
「
中
期
の
初
期
鉄
器
文
化
」
（
『
東
ア
ジ

　
ア
の
初
期
鉄
器
文
化
』
　
吉
川
弘
文
館
　
　
九
八
二
）
は
、
一
貫
生
産
か
ら
分
業

　
関
係
へ
と
い
う
時
代
的
変
化
を
説
く
。

⑥
李
歩
青
「
山
東
臓
県
発
現
鉄
範
」
（
考
古
　
九
六
〇
一
七
）
、
考
宵
研
「
山
東
郷

　
県
M
膝
県
古
套
玩
調
査
」
（
出
乃
古
｝
九
六
五
…
一
二
）
参
昭
…
。

⑦
大
櫛
敦
弘
「
中
國
古
代
に
お
け
る
鉄
製
紅
筆
の
生
意
と
流
通
」
（
東
洋
史
研
究

　
四
九
巻
四
号
　
一
九
九
｝
）
は
、
「
深
山
型
」
と
「
城
市
型
」
の
対
照
表
を
作
り
、

　
例
外
的
な
も
の
は
阿
一
の
遣
跡
で
の
時
期
的
変
化
と
し
て
い
る
。
発
掘
調
査
の
質

　
を
無
視
し
た
恣
意
的
な
説
明
で
あ
る
。

⑧
右
に
引
い
た
大
櫛
論
文
は
、
前
漢
後
期
か
ら
製
鉄
遺
跡
で
鉄
素
材
が
出
現
す
る

　
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
以
後
製
錬
と
鉄
器
生
産
の
分
業
化
が
進
み
、
鉄
素
材
が
広

　
く
流
逓
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
鉱
石
の
製
錬
炉
か
ら

　
流
れ
毘
し
た
銑
鉄
を
い
き
な
り
鋳
型
に
流
し
込
む
こ
と
は
な
さ
れ
ず
、
一
旦
鉄
材

　
と
し
て
か
ら
改
め
て
熔
炉
で
こ
れ
を
溶
か
し
、
鋳
造
さ
れ
る
。
中
間
産
品
と
し
て

　
の
鉄
素
材
は
、
遺
物
の
出
土
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
常
に
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
南
陽
瓦
房
荘
の
漢
意
製
鉄
遺
跡
の
発
掘
成
果
を
概
観
し
な
が
ら
、

二
、
三
の
問
題
を
検
討
し
て
き
た
。
改
め
て
強
調
す
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の

遺
跡
は
地
味
な
が
ら
、
漢
代
を
代
表
す
る
ユ
ニ
ー
ク
で
重
要
な
遺
跡
の
一
つ

で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
点
で
中
国
古
代
製
鉄
史
研
究
の
視
野
を
拡
げ
る
、
貴

重
な
資
料
的
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
前
漢
後
期
以
後
に
つ
い
て
は
、

輩
類
比
生
動
・
鄭
州
古
榮
鎮
－
南
陽
瓦
房
荘
一
灘
池
讐
蔵
と
、
各
時
期
を
代

表
す
る
遺
跡
の
基
本
ラ
イ
ン
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
今
後
は
こ
れ
を
前
後
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の
時
代
に
拡
げ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
特
に
、
戦
国
・
漢
初
漁
期
の
遺
跡

－
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
こ
と
だ
け
は
わ
か
っ
て
い
る
ー
ー
の
調
査
と
綿
密
な

報
告
が
待
た
れ
る
。
ま
た
従
来
ほ
と
ん
ど
河
爾
省
に
限
定
さ
れ
て
い
た
鉄
の

考
古
学
研
究
を
、
他
の
地
域
に
も
拡
げ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
の
東
洋
史
学
界
に
お
い
て
、
漢
代
の
鉄
専
売
制
度
を
中
心
と
し
た
研

究
は
、
ひ
い
き
昌
に
見
て
も
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
不
十

分
な
図
式
に
拘
泥
し
た
り
、
文
献
資
料
の
片
言
隻
句
の
解
釈
に
つ
い
て
研
究

者
の
信
念
や
正
滋
性
が
争
わ
れ
る
、
と
い
っ
た
事
態
は
、
当
事
者
以
外
に
と

っ
て
は
不
毛
で
し
か
な
い
。
細
か
い
検
証
作
業
を
通
じ
て
、
論
争
の
決
着
で

は
な
く
相
対
化
を
濁
指
す
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
考
古
学
の
充
実
し
た
成
果

は
、
我
々
に
反
省
を
迫
っ
て
い
る
が
如
く
で
あ
る
。

　
　
（
滋
賀
乱
入
掌
勤
裕
育
学
離
助
庸
教
擾
　
｛
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